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命を守るための対策を命を守るための対策を

よしまた洋県議は9月28日、県議会で一般質問を行いました。

コロナ感染者コロナ感染者

症状に応じて必ず

医療機関にアクセスできる体制を

症状に応じて必ず

医療機関にアクセスできる体制を

一般質問の質問項目は次の通りです一般質問の質問項目は次の通りです

　臨時の医療機関の設置について

／病床削減について／医師数増に

むけた努力について／デルタ株か

ら子どもたちを守る課題として、

検査体制について／事業継続支援

事業について／むつ市大畑小赤川

の流木の処理について／流域治水

について／子どもたちの心のケア

について／浪岡高校統廃合計画／

校則について／生理用品の学校へ

の配備を／国保税：均等割廃止を。

県運営方針について／医療的ケア

児への支援体制について／オスプ

レイの訓練／原発・核燃政策につ

いて

　政府が「原則自宅療養」とするも

とで、８月だけで自宅療養でなくな

る方が全国で 250 人にのぼります。

よしまた県議は、症状に応じた医療

対応が必ずできるように、場合に

よっては臨時医療機関の設置も必要

だと迫りました。

病床削減病床削減

パンデミックに対応できなくなる。

感染流行に備え、見直しを

パンデミックに対応できなくなる。

感染流行に備え、見直しを

　県は 2025 年に想定される「必要」

病床数をめざして病床削減計画を続

けています。よしまた県議は、「パン

デミックを知らずに算出し、病床

ひっ迫することが分かっている数

を、4 年後の目標数にすべきではな

い」と見直しを求めました。

医療・公衆衛生の

再生・強化へと決意

医療・公衆衛生の

再生・強化へと決意

　医療関係者などの努力にも関

わらず医療体制がひっ迫する根

本には、感染症病床や保健所を

半減させてきた政治の責任があ

ります。よしまた県議は、次のよ

うに決意を表明しました。

　「日本共産党は 9 月 22 日、新

経済提言を発表し、『医療・公

衆衛生　再生・強化プログラム』

を提唱しました。その実現へ全

力をつくす決意です。」

子どもや子育て世代にとって
魅力ある青森県に
子どもや子育て世代にとって
魅力ある青森県に
生理用品生理用品

学校のトイレへの配備を学校のトイレへの配備を

医療的ケア児への支援体制医療的ケア児への支援体制

法律制定を受けて、さらに努力を法律制定を受けて、さらに努力を

　生理用品についてよしまた

県議は、トイレットペーパー

と同じように必要不可欠な

備品として学校に配備すべ

きだと提起しました。

　和嶋延寿教育長は、保健

室での配布のとりくみを答

弁するにとどまりました。

国保料・税の均等割を廃止し国保料・税の均等割を廃止し

子育て世代の負担軽減を子育て世代の負担軽減を

　均等割は、子どもの頭数で、保険

料・税の負担を割り当てるもので理

不尽です。ただちに廃止するように

求めました。

　奈須下淳健康福祉部長は、国は軽

減策を決めたものの、さらに軽減を

はかるように働きかける、と答弁し

ました。

　医療的ケア児への支援体制につい

て、9 月 18 日から新しい法律が施

行されました。よしまた県議は、法

施行を力に、さらに努力がひろがる

ように質問しました。

　三村申吾知事は、「（新法で設置が

求められる）医療的ケア児支援セン

ターは、現在、県が設置している多

職種コンサルテーションチームの活

動の継承について検討するなど、支

援体制のさらなる充実につとめてい

く」と答弁しました。

子どもや子育て世代にとって子どもや子育て世代にとって子どもや子育て世代にとって




